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み
ん
な
で
作
り
上
げ
る

地
域
の
子
育
て
サ
ロ
ン
！

藤阪校区
福祉委員会

招提校区
福祉委員会

地
域
の
活
動
に

「
ボ
ッ
チ
ャ
」
を
活
用
!!

し
た
。

　
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

や
ク
リ
ス
マ
ス
な
ど
季
節
に
合
っ
た

制
作
活
動
が
毎
年
恒
例
の
人
気
イ
ベ

ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
参
加
受
付

は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も
で
き
る
の

で
、
気
軽
に
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

で
ボ
ッ
チ
ャ
の
魅
力
を
肌
で
感
じ
、

ボ
ッ
チ
ャ
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り

へ
の
期
待
が
高
ま
り
ま
し
た
。
今
後

は
、
住
民
を
対
象
に
、
藤
阪
公
民
館

に
て
ボ
ッ
チ
ャ
の
貸
し
出
し
を
行
う

予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
招
提
校
区
で
は
毎
月
第
3
水
曜
日

に
招
提
小
学
校
で
子
育
て
サ
ロ
ン
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
就
学
前
の
子
ど

も
た
ち
へ
の
遊
び
と
保
護
者
の
癒
し

の
場
に
な
れ
ば
と
の
思
い
で
長
年
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

　
ス
タ
ッ
フ
が
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合

い
内
容
に
は
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま

す
。「
風
船
あ
そ
び
」
や
「
新
聞
紙

遊
び
」
な
ど
毎
月
違
っ
た
内
容
で
子

ど
も
た
ち
を
迎
え
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ

る
和
や
か
な
サ
ロ
ン
で
す
。

　
７
月
19
日
の
サ
ロ
ン
で
は
「
手
作

り
お
も
ち
ゃ
」
で
遊
び
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
「
地
域
の
福
祉
委
員
さ

ん
と
交
流
す
る
こ
と
で
、
子
育
て
の

話
を
聞
い
て
も
ら
い
、
子
ど
も
の
楽

し
む
姿
を
一
緒
に
共
有
で
き
る
の
が

う
れ
し
い
」
と
喜
び
の
声
が
あ
り
ま

　
藤
阪
校
区
で
は
令
和
５
年
度
よ
り

「
ボ
ッ
チ
ャ
」
を
活
用
し
た
地
域
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ボ
ッ
チ
ャ
は
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
、
障
害
の
あ
る
人
ま
で
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
り
、

藤
阪
校
区
で
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
高
齢
者
の
介
護
予
防
や
世
代

間
交
流
な
ど
の
効
果
を
期
待
し
、
導

入
し
ま
し
た
。

　
７
月
１
日
に
は
地
域
に
広
め
て
い

く
準
備
と
し
て
、
藤
阪
公
民
館
で
校

区
福
祉
委
員
会
の
ス
タ
ッ
フ
を
対
象

に
体
験
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
未
経

験
の
メ
ン
バ
ー
が
多
か
っ
た
た
め
、

枚
方
市
社
協
職
員
が
出
向
き
、
競
技

の
流
れ
や
ル
ー
ル
を
レ
ク
チ
ャ
ー
し

ま
し
た
。
実
際
に
試
合
も
行
い
、
ス

タ
ッ
フ
同
士
楽
し
く
取
り
組
む
こ
と

地域の
福祉 小地域（枚方市では小学校区）単位で、支援を必要とする人に

近隣住民が関係機関と連携して見守り・支援を行っています。

校区福祉委員会 ～小地域ネットワーク活動～

地域福祉課
TEL 807‒3448　FAX 841‒0182

問い合わせ

　私は自治会の組長や、社
会福祉法人の理事を務めた
ことがきっかけで福祉に関わ
り始めました。今では福祉は
地域になくてはならないもの
だと強く思っています。
　招提校区福祉委員会は委
員同士のつながりが強く、み
んなで意見を出し合いなが
ら活動を作り上げています。

その他の活動
〇いきいきサロン 年６回
〇だれでもカフェ
 毎月第３（土）
〇世代間交流等 年２回

　私は小学校の見守り隊に
関わったことをきっかけに
して地域福祉活動に参加し
はじめました。
　藤阪校区は昔からある旧
村地域と新興住宅が共存し
ている地域です。藤阪校区
福祉委員会では、丁寧な話
し合いとお互いの意見を尊
重するということを大切に
活動しています。

その他の活動
〇敬老の集い 毎年９月
〇新年の集い 毎年１月
〇いきいきふれあいサロン
 年14回
〇子育てホッとサロン 年３回

招提校区
福祉委員会

柿木 正裕
会長

藤阪校区
福祉委員会

赤木 功
会長

いきいきサロン

小学校区ごとの活動の
詳細はこちらから
ご覧ください！

子育てサロン 世代間交流など

地域で活動する校区福祉委員会をご存じですか？
　校区福祉委員会は枚方市内の44小学校区に設置され、小地域福祉活動として各小学校区で住民主体での
地域福祉活動「誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくり」を進めています。今回は枚方市校区福祉委員会
協議会の肥田時子会長にお話を伺いました。

校
区
福
祉
委
員
会
が

取
り
組
む
主
な
活
動

問い合わせ 地域福祉課　TEL 807‒3448　FAX 841‒0182

　
小
地
域
福
祉
活
動
と
は
何
で
す
か

　
地
域
住
民
に
と
っ
て
徒
歩
圏
内
で

な
じ
み
の
あ
る
生
活
圏
域
（
小
学
校

区
）
を
対
象
に
し
た
福
祉
活
動
の
こ

と
で
す
。
具
体
的
に
は
困
り
ご
と
や

心
配
ご
と
を
抱
え
た
人
を
そ
の
ま
ま

に
し
な
い
よ
う
に
、
高
齢
者
等
へ
の

見
守
り
や
声
か
け
活
動
を
行
い
ま

す
。
ま
た
地
域
住
民
同
士
の
つ
な
が

り
づ
く
り
と
し
て
、
高
齢
者
や
子
育

て
世
帯
な
ど
を
対
象
に
サ
ロ
ン
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
福
祉
委
員
会
の
成
り
立
ち
を

　
教
え
て
く
だ
さ
い

　

昭
和
45
年
に
枚
方
市
社
協
の
サ

ポ
ー
ト
を
受
け
て
山
之
上
校
区
と
殿

二
校
区
が
枚
方
市
内
で
初
め
て
校
区

福
祉
委
員
会
を
結
成
し
、
そ
の
後
に

各
小
学
校
区
に
広
ま
り
ま
し
た
。

　
昭
和
54
年
に
は
、
市
内
の
校
区
福

祉
委
員
会
を
ま
と
め
る
組
織
と
し
て

枚
方
市
校
区
福
祉
委
員
会
協
議
会
を

結
成
し
ま
し
た
。

　
社
協
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

　
教
え
て
く
だ
さ
い

　
校
区
福
祉
委
員
会
は
枚
方
市
社
会

福
祉
協
議
会
と
日
頃
か
ら
密
に
連
携

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
特
に
担
当

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
カ
ー
は

校
区
福
祉
委
員
会
が
主
催
す
る
い
き

い
き
サ
ロ
ン
な
ど
の
活
動
に
参
加

し
、
私
た
ち
の
活
動
を
現
場
で
一
緒

に
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
な
ど
で
は
、

車
い
す
講
習
や
白
杖
・
ア
イ
マ
ス
ク

体
験
な
ど
の
講
師
を
社
協
職
員
に
依

頼
す
る
こ
と
も
あ
り
、
地
域
で
の
福

祉
教
育
の
推
進
に
も
協
力
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。

　
今
後
の
展
望
を

　
教
え
て
く
だ
さ
い

　
今
後
は
コ
ロ
ナ
禍
で
止
ま
っ
て
い

た
活
動
者
向
け
の
研
修
に
も
力
を
入

れ
て
い
き
、
校
区
福
祉
委
員
会
活
動

の
発
展
に
努
め
て
い
き
た
い
で
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
カ
ー
と
は

　
枚
方
市
内
を
４
つ
の
エ
リ
ア
に
分
け

て
担
当
を
配
置
し
、
地
域
住
民
の
福
祉

活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
地
域

住
民
か
ら
の
「
こ
ん
な
活
動
が
し
た

い
」「
あ
ん
な
活
動
が
で
き
た
ら
な
あ
」

と
い
っ
た
声
を
お
聞
き
し
、
実
現
に
向

け
た
助
言
や
情
報
提
供
、
関
係
機
関
と

の
つ
な
ぎ
役
を
担
い
ま
す
。

　
地
域
と
の
関
わ
り

　
地
域
に
出
向
き
、
校
区
福
祉
委
員
会

な
ど
の
地
域
活
動
者
や
、
住
民
の
声
を

直
接
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
相

談
し
や
す
く
な
る
よ
う
に
、
顔
の
見
え

る
関
係
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

　

ご
相
談
を
い
た
だ
い
た
時
に
、
機
械

的
に
情
報
提
供
を
す
る
の
で
は
な
く
、

こ
の
地
域
で
あ
れ
ば
そ
の
情
報
を
ど
う

生
か
す
こ
と
が
出
来
る
の
か
、「一緒
に
」

考
え
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
住
民
の
人
達
が
中
心
と
な
っ
て

想
い
を
実
現
で
き
る
よ
う
、「
サ
ポ
ー

ト
」
と
い
う
立
場
を
意
識
し
て
い
ま
す
。

※コミュニティワーカーはコミュニティソーシャルワーカーを兼任しています（地域福祉相談員）※コミュニティワーカーはコミュニティソーシャルワーカーを兼任しています（地域福祉相談員）
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枚方市校区福祉委員会
協議会　会長
香里校区福祉委員会　会長
　肥田 時子 氏

コミュニティワーカー
南エリア担当
加藤



令和４年度の事業・決算報告令和４年度の事業・決算報告

問い合わせ 　総務課　TEL 844‒2443　FAX 807-5779

貸借対照表（令和 5 年 3 月31日現在）
法
人
組
織
の
強
化

●
経
営
戦
略
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
第
４
期
）
の
進
行

　
令
和
４
〜
８
年
度
の
本
会
の
強
化

発
展
方
針
を
定
め
る
経
営
戦
略
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
第
４
期
）
に
基
づ
い
て
、

「
ひ
ら
か
た
社
協
ふ
く
し
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
」
の
開
設
等
、
各
重
点
項

目
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

生
活
支
援
活
動

●
こ
う
け
ん
ひ
ら
か
た
（
ひ
ら
か
た

権
利
擁
護
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
）

の
受
託
運
営

　

令
和
３
年
７
月
に
枚
方
市
よ
り
、

「
ひ
ら
か
た
権
利
擁
護
成
年
後
見
セ

ン
タ
ー
（
こ
う
け
ん
ひ
ら
か
た
）」

の
運
営
を
受
託
し
、
権
利
擁
護
に
関

す
る
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
と
と
も
に
、
多
く
の
市
民
へ
の
相

談
対
応
を
行
い
ま
し
た
。

●「
新
型
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
債
権
者

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業
」
の
開
始

　

令
和
５
年
１
月
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ

特
例
貸
付
の
償
還
が
始
ま
っ
た
こ
と

で
、
債
権
者
か
ら
の
様
々
な
問
い
合

わ
せ
に
対
応
す
る
た
め
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

在
宅
福
祉
活
動

●
新
拠
点
に
お
い
て
相
談
の
広
が
り

　

地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
い
で
は
、

新
拠
点
に
移
転
し
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
と
の
連

携
に
よ
り
障
害
種
別
に
と
ら
わ
れ
な

い
多
様
な
相
談
に
対
応
し
ま
し
た
。

●
障
害
の
あ
る
人
の
地
域
生
活
を

支
え
る
取
り
組
み

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、
障
害
の

あ
る
人
た
ち
の
地
域
で
の
生
活
を
支

え
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
エ
ッ
セ

ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
、
感
染

対
策
に
細
心
の
注
意
を
払
い
な
が

ら
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
お
よ

び
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
の
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に

お
い
て
も
同
様
に
、
世
話
人
・
支
援

員
が
利
用
者
の
生
活
を
支
え
ま
し

た
。重

層
的
支
援
体
制

整
備
事
業
の
実
施

●
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の
強
化

　

令
和
４
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
ひ
と

つ
「
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事
業
」
に
よ
り
、

新
規
相
談
が
増
加
、
Ｃ
Ｓ
Ｗ
に
よ
る

訪
問
を
重
点
的
に
行
い
ま
し
た
。

8億4,085万1,593円 8億1,347万6,701円収入総額 支出総額

令和 4 年度 支出の内訳

　　　　　　　　資産の部 （単位 円）

流動資産計 250,313,347

現金 497,102

預貯金 180,653,015

事業未収金 64,866,921

立替金 336,320

前払金 3,104,924

仮払金 855,065

固定資産計 817,086,210

基本財産 3,000,000

固定資産物品 9,414,721

退職手当積立基金預け金 269,688,280

長期預り金積立資産 2,608,948

基金積立資産 384,716,027

積立資産 142,982,354

差入保証金 2,610,000

長期前払費用 2,025,600

その他の固定資産 40,280

資産の部合計 1,067,399,557

　　　　　　　　負債の部 （単位 円）

流動負債計 98,726,103

事業未払金 60,034,978

1年以内返済予定リース債務 1,335,189

預り金 7,762,972

職員預り金 7,293,052

前受金 330,000

賞与引当金 21,969,912

固定負債計 341,244,444

リース債務 2,173,976

退職給与引当金 336,461,520

長期預り金 2,608,948

負債の部合計 439,970,547

　　　　　　　 純資産の部 （単位 円）

基本金 3,000,000

基金 384,716,027

その他の積立金 142,982,354

次期繰越活動収支差額 96,730,629

純資産の部合計 627,429,010

負債及び純資産の合計 1,067,399,557

●枚方市駅周辺
10月２日（月）　 午後１時30分～３時30分

午後４時～６時
　　 ３日（火）　 午後２時～４時

クオカード・
図書カード▶
1000円の募金で
500円分のカード
をお渡ししてい
ます。

10
月
１
日
よ
り
毎
年
恒
例
の
赤

い
羽
根
共
同
募
金
が
全
国
一
斉
に

街頭募金のお知らせ

記念グッズのご案内

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

ス
タ
ー
ト
!

予
定
で
す
。

　
集
ま
っ
た
募
金
は
、
枚
方
地
区

募
金
会
を
通
じ
て
、
ひ
と
り
暮
ら

し
老
人
会
の
運
営
や
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
活
動
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の
助

成
金
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
阪
府
内
の
社
会
福
祉
施

設
や
社
会
福
祉
団
体
に
対
し
て
、

福
祉
車
両
の
購
入
費
用
や
施
設
設

備
の
修
繕
費
用
な
ど
へ
の
助
成
金

と
し
て
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
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助
け
合
い
の
輪
を
広
げ
て
い
く

た
め
、
今
年
も
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
枚
方
市
に
お
き
ま
し
て
も
「
戸

別
募
金
」「
法
人
募
金
」

「
職
域
募
金
」「
街
頭
募

金
」
な
ど
を
通
じ
て
市
民

の
皆
さ
ま
に
募
金
へ
の

協
力
を
よ
び
か
け
ま
す
。

　

今
年
度
は
枚
方
市
駅

周
辺
で
左
記
の
日
程
で

街
頭
募
金
を
お
こ
な
う

◀ ピンバッジ 500円以上の
募金でお渡ししています。

Art by 木下きのこ
©Crypton Future Media,INC. www.piapro.net 

問い合わせ 　総務課　TEL 844‒2443　FAX 807-5779

　　　  ひらかた権利擁護成年後見センター　TEL 807‒5442　FAX 845‒1897

地域福祉推進のために
1億7,013万6,124円

ボランティア活動のために
1,074万7,092円

障害児・者福祉のために
3億584万9,942円

子育て支援のために
1,043万1,845円

セーフティネットのために
1億151万8,691円

総合福祉会館
（ラポールひらかた）の管理運営
9,527万3,140円

高齢者福祉のために
7,869万6,897円

法人運営のために
（法人管理経費）
4,082万2,970円

※自然災害・ウイルス感染拡大等の状況により、開催中止になる可能性があります。ご了承ください。

■市民啓発講座
「幸せな最期」を迎えるために知っておきたい連続講座！
テーマ　❶学んで安心！あなたを守る成年後見制度（法定後見）
　　　　❷自分で作る、思い通りのセカンドライフ（任意後見）
　　　　❸今、安心するための「遺言状」の書き方
日　時　❶10月13日（金）❷10月20日（金）❸10月27日（金）
　　　　時間はいずれも午後２時～午後３時30分
場　所　ラポールひらかた３階　研修室１
講　師　リーガルサポートおおさか（司法書士）
定　員　各30人（先着順）　　参加費　無料
参加申込　 ９月29日（金）までに下記へ電話またはFAXで申し込

みください（土日祝は除く）。FAXの人は氏名と連絡
先を必ず明記してください。なお１テーマだけでも参
加可能。

その他　 手話通訳・車イス等、配慮が必要な人は申込時にその
旨をお伝えください。

■司法書士による説明会＆相談会
日　時　11月25日（土）
●説明会 午後１時～午後３時
講　師　司法書士 石田喜子 氏・岩谷幸祐 氏　定　員　80人
●個別相談会　午前10時～午後４時
相談員 成年後見センター・リーガルサポート大阪支部会員

（司法書士）　定　員　60組　
場　所　ラポールひらかた４階　大研修室　その他
参加申込　 11月１日（水）午前９時より電話またはFAXにて受付

（土日祝は除く）。FAXの人は氏名・連絡先・相談希
望時間を必ず明記してください。

その他　 手話通訳・車イス等、配慮が必要な人は申込時にその
旨をお伝えください。個別相談会での手話通訳者は各
自で手配してください。

主　催　成年後見センター・リーガルサポート大阪支部
共　催　枚方市・枚方市社会福祉協議会

「こうけん ひらかた」からのお知らせ

問い合わせ

昨年協力い
ただいたボ
ランティア
の皆さん
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情 報 掲 示 板
枚方市社会福祉協議会からの

すべてのイベントは、ウイルス感染拡大等の状況により、
開催中止になる可能性があります。ご了承ください。 第12回　ひらか

た社協ふくしフェスティバル第12回 ひらかた社協ふくしフェスティバル

　今年で12回目となる「ひらかた社協ふくしフェスティバル」。本フェスティバルは、楽しく福祉にふ
れて、身近に感じてもらえるように、市内で活動するボランティアグループや福祉団体、テーマ型福祉
活動団体、組織会員などが集まり、実施するイベントです。今年のテーマ“リスタート”には、コロナ
禍を乗り越え、地域活動の再開を勢いづけてけるようにという想いが込められています。

hirakataーshakyo

日　時 11月23日（祝・木） 午前10時～午後３時
場　所   枚方市立総合福祉会館ラポールひらかた 

枚方市総合文化芸術センター マルチスペース１・２／施設前広場

内　容

  
10月２日（月）午前９時からエントリー受付開始。
詳細はホームページをご覧ください。
◆ボランティアグループなどによる屋外ミニステージ
◆キッチンカーや模擬店による食べ物、飲み物販売
◆いろいろな団体の楽しい企画ブース

問い合わせ
 総務課

TE L 844-2443
FAX 807-5779

　　　　　　地域支援センターゆい　TEL 894‒7470　FAX 894‒7471

枚方市社会福祉協議会　TEL 807‒3017　FAX 845‒1897
 枚方市健康福祉政策課　TEL 841‒1369　FAX 841‒2470

問い合わせ

ふれるふれる・・楽しむ楽しむ・・人がつながる～リスタート～人がつながる～リスタート～ を開催します！

禍を乗り越え、地域活動の再開を勢いづけてけるようにという想いが込められています。禍を乗り越え、地域活動の再開を勢いづけてけるようにという想いが込められています。禍を乗り越え、地域活動の再開を勢いづけてけるようにという想いが込められています。禍を乗り越え、地域活動の再開を勢いづけてけるようにという想いが込められています。

カラフルわたがしのカラフルわたがしの
プレゼントプレゼント

（小学生以下は無料）（小学生以下は無料）
※数には限りがございます※数には限りがございます

問い合わせ 枚方市ボランティアセンター TEL 841‒0181 FAX 841‒0182

ひらかたボランティアフェスティバルひらかたボランティアフェスティバル

　市内で活動するボランティア団体を、幅広い世代
に楽しみながら知ってもらうためのイベントで、た
くさんの人たちの協力を得て開催します。

ブース
「マタニティチャームズ」
による

無料
フェイスペイント
午前20人・午後20人
（先着順）

ステージ

ゆうさん

彩夢Ayame

ボッチャ大会
第２回「ひらかた社協カップ」開催

ホームヘルパー募集！！ホームヘルパー募集！！

スタッフ急募！！スタッフ急募！！

業務内容 身体介護、家事援助、重度訪問介護など
勤務時間  午前６時45分～午後10時

（その間で利用者の希望する時間に
直行直帰で訪問）

賃　　金 時給1,250円～2,400円
 ※ 時間帯・業務内容により時給金額が異なり

ます
他 手 当 移動費、事務手当

※処遇改善交付金、
特定処遇改善、ベースアップ 
加算などによる一時金あり

資　　格 初任者研修修了者等
 ※ 詳細は下記までお問 

い合わせください

【地域支援センターゆい】
業務内容 障害のある人の相談やサロン活動
時間・日数  午前９時～午後５時30分　週４～５日
賃　　金 日給8,137円
 ※ 特定処遇改善、ベースアップ加算などによる

一時金あり
資　　格 社会福祉士の有資格者歓迎

【障害者グループホーム】
業務内容  障害のある人のグループホームでの日常生活

支援等
時間・日数  午後４時～翌午前９時　月４日
賃　　金 日給18,266円
 ※ 処遇改善交付金、特定処遇改善、ベースアッ

プ加算などによる一時金あり

未経験の人やブランクのある人でも大
丈夫！ ベテランのヘルパーがしっかり
とサポートします！ チームワークを大
切にする雰囲気の明るい事業所です。

詳細は下記までお問い合わせください。

在宅福祉課　TEL 841‒6427　FAX 841-6429問い合わせ

hirakataーshakyo

第32回枚方市健康・医療・福祉フェスティバル

「健康づくりの輪を広げよう」「健康づくりの輪を広げよう」
日　時 10月22日（日）

午前10時～午後３時30分
場　所 ラポールひらかた

※豪華景品抽選会があります！

いろいろ体験コーナー
血液型判定、血糖値測定、視力測定、聴力測定、医療・
健康相談、酸素飽和度SpO2の測定、歯の検診、ブラッ
シング指導、フッ素塗布体験、歯科相談、骨密度測定、
肌年齢チェックなど

子どもと一緒に楽しめるコーナー
・こども薬剤師体験
・手作りおもちゃコーナー

屋　外
飲食物・手作り作品販売、マッサージ体験など

ウォーキングイベント（荒天中止）
誰でも参加できるウォーキングイベントです。天の川
及び淀川堤防沿いがコースになります。
開催時間：午前10時～午後３時（参加時間は自由）
※ 参加者には、コース折り返し地点でひらぽカードまた
はアプリを提示すると100ポイントが付与されます。
また、完歩証（抽選１回分）を配布します。

ひらかた万博
バーチャルスポーツ体験（TANO TECH）

バーチャルスポーツ体験を実施します。センサーの前
に立つだけで、体がコントローラーとなり、楽しく運
動できます。また、たった３秒で体のゆがみを検知す
る姿勢測定も実施します。
開催場所：ラポールひらかた　３階　研修室１
開催時間：午前10時～午後３時30分

体験型講座 ※事前予約制
①肩こり・腰痛改善ストレッチ
②アンチエイジングストレッチ

① 特にお悩みの多い「肩こり」「腰痛」に特化したスト
レッチです。

②ストレッチに軽い筋力トレーニングを加えたものです。
開催場所　ラポールひらかた　４階　大研修室
受　　付　①午後０時30分～　体験時間　午後１時～２時
　　　　　②午後２時～　体験時間　午後２時30分～３時30分
予 約 先　 枚方市スポーツ協会

TEL 898-0200　FAX 898-0201

10月15日（日）午前10時～午後３時30分
枚方市立総合文化芸術センター別館
（旧メセナひらかた）２階
無料（但し、一部体験コーナーは、有料）

日　時

場　所

参加費

問い合わせ

わいわいウォークラリー
　 ウォークラリーを通して、障害のある人もない人も
多くの人たちと交流してみませんか。

　淀川河川敷を歩いて色んなゲームにチャレンジ!!
　みんなでわいわい楽しみましょう！

　　　　　　地域支援センターゆい　TEL 894‒7470　FAX 894‒7471問い合わせ

日　時  10月29日（日）
午後１時～午後３時30分（雨天決行）

場　所  集合場所　ラポールひらかた円形広場
※ 雨の場合は、会場をラポールひらかたに変更して室内で行
います。

定　員 130人　　参加費　無料
対　象  枚方市在住の人（介護が必要な人は介護者

と一緒にご参加ください）
コース 淀川河川敷周辺（往復約４㎞）
主　催 地域支援センターゆい
申　込 9月１日（金）から電話またはFAXで申し込
みください。（土日祝
は除く）FAXは氏名
と電話番号を明記し
てください。定員に
なり次第、締切とな
ります。

求人
（社協ホームページ）

ステージ企画
•フラダンス
•マジック
•人形劇
•南京玉すだれ　など

ブース企画
•電子工作体験（要材料費）
•非常時に役立つ毛布ガウン体験
• おもちゃで遊ぶコーナー、 
コットンバックペイント体験

•自助具・片手編み機などの展示・相談
•手作りおもちゃ体験（要材料費）
 など
〈ゲスト〉大阪府立枚方なぎさ高等学校
•学校PR・美術部の展示
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総務課　TEL 844‒2443　FAX 807-5779問い合わせ

● 福祉サービス利用援助事業
（金銭管理等）紹介
● 歳末たすけあい運動
スタート

● 地域の福祉最前線
● 年末年始休業のおしらせ など

次号（12月号）案内

hirakataーshakyo

市民ふくし活動チャレンジ基金市民ふくし活動チャレンジ基金
申請募集申請募集

令和６年度 公募事業

次世代育成 「幸子ファンド」 次世代育成 「幸子ファンド」 
助成事業 申請募集助成事業 申請募集

令和６年度 助成事業

　枚方市社協では、市民が自らの力で福祉課題を解決
するため、市内で活動する非営利団体等の積極的な福
祉活動を応援するための基金を設けています。
　「自分たちの活動は助成の対象になるの？」「申請書
類がたくさんあり作れるか心配」などのさまざまな相
談にも対応しています。助成金の活用を考えている団
体はお気軽にご相談ください。

　寄付者の想いや希望を枚方社協が聞き取りながら一緒に
考え、具体的な形で事業化し、市民に届ける仕組みです。
①「木田基金」と②「幸子基金」の２つの基金がすでに立ち上
がり、市内で必要とされる福祉活動に活用されています。

　枚方市社協では令和３年に「幸子さん」より寄せられ
た寄付金で「幸子基金」を設立しました。この基金は、
寄付者の「幸子さん」が困っている人たち、特に女性や
子ども、若者の助けになるよう使って欲しいという想
いを実現するためのものです。市民が自らの力で問題
を解決していくことを支援するため、市内のテーマ型
福祉活動団体等が取り組むさまざまな活動を支援して
いこうというものです。みなさまからの積極的なご提
案をお待ちしています。

hirakataーshakyo

スタート助成　最大３年間／50万円
ステップアップ助成　最大３年間／30万円
※ 詳細は要綱をご覧ください。要綱・申請書類は社協窓口
およびホームページにてご確認ください。

助成額・期間

申請受付期間：令和５年９月１日（金）～10月13日（金）
　　　　　　　　※受付時間　月～金曜日　平日：午前９時～午後５時30分
審査方法：選考委員による審査（必要に応じて事務局から質問を行います）決定は12月下旬（予定）

あなたの想いをカタチにしませんか？ご相談お待ちしております。

寄付者の想いをカタチに
あなたの想いを届けます基金制度～冠基金制度～

● 地域福祉推進基金● 地域福祉推進基金
 匿名（１件） 1,000円

● 公募事業助成基金● 公募事業助成基金
 匿名（１件） 5,000円

総務課　TEL 844‒2443　FAX 807-5779問い合わせ

基金へのご協力ありがとうございました。

（令和５年５月10日～令和５年８月２日現在）こころこころ とと心心のの橋わたし橋わたし

※ 詳細は要綱をご覧ください。要綱・申請書類は社協窓口
およびホームページにてご確認ください。

助成額・期間 １年間／20万円

冠基金制度冠基金制度

安心できる方法で安心できる方法で
寄付したい寄付したい

自分の亡き後に自分の亡き後に
想いをカタチとして想いをカタチとして

残したい残したい

寄付の使い道を寄付の使い道を
一緒に考えてほしい一緒に考えてほしい一緒に考えてほしい一緒に考えてほしい一緒に考えてほしい一緒に考えてほしい一緒に考えてほしい一緒に考えてほしい一緒に考えてほしい一緒に考えてほしい一緒に考えてほしい一緒に考えてほしい一緒に考えてほしい

寄付者募集！！
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